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日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

の
「
今
年
の
漢
字
」
は
毎

年
12
月
12
日
に
清き

よ
み
ず
で
ら

水
寺
で

発
表
さ
れ
る
。
こ
の
日
は

同
協
会
が
定
め
た
「
漢
字

の
日
」
で
、
12
（
い
い
じ
）
月
12
（
い
ち
じ
）

日
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
な
の
だ
そ
う
だ
。
そ
の

年
を
表
す
字
と
し
て
応
募
が
あ
っ
た
漢
字
の
中

か
ら
一
番
多
い
も
の
が
選
ば
れ
、
京
都
の
清
水

寺
で
揮き

ご
う毫
さ
れ
る
▼
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

今
の
時
点
で
は
ま
だ
ど
ん
な
字
に
な
る
か
わ
か

ら
な
い
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
ど
う
も
あ
ま
り

楽
し
い
意
味
の
漢
字
に
は
な
ら
な
い
よ
う
な

予
感
が
す
る
。
令
和
三
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
「
金
」、
そ
の
前
の
年
は
三
密
の
「
密
」、
さ

ら
に
遡
る
と
「
災
」
や
「
税
」
が
選
ば
れ
た
年

も
あ
る
。
な
か
な
か
終
息
し
な
い
コ
ロ
ナ
禍
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
値
上

げ
ラ
ッ
シ
ュ
。
あ
れ
も
こ
れ
も
、
値
上
が
り
し

た
り
小
さ
く
な
っ
た
り
か
さ
が
減
っ
た
り
、
主

婦
と
し
て
は
買
い
物
の
度
に
た
め
息
を
つ
き
た

く
な
る
と
い
う
も
の
▼
し
か
し
、
そ
う
暗
い
顔

に
ば
か
り
な
っ
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
。
サ
ッ

カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
戦
い
抜
い
た
選
手

た
ち
だ
っ
て
、
涙
の
後
に
は
笑
顔
を
見
せ
た
で

は
な
い
か
。
世
界
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
北

陸
地
方
、
そ
の
中
で
も
私
た
ち
大
野
人
は
毎
年

毎
年
厳
し
い
冬
を
耐
え
忍
び
、
そ
の
分
喜
び
の

多
い
美
し
い
春
を
迎
え
て
い
る
で
は
な
い
か
。

今
年
は
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
（
Ｋ
・
Ｋ
）

目指せ「星空保護区」
第１回

　「星空保護区」とは、国際ダークスカイ協会（ＩＤＡ）が認定する、
暗く美しい夜空を保護するための優れた取り組みを行う地域のこ
とで、「星空の世界遺産」ともいわれています。
　国内では、西

いりおもて
表石垣国立公園（沖縄県石垣市、竹富町）、神

こ う づ し ま
津島（東

京都神津島村）、美
びせいちょう

星町（岡山県井
い ば ら

原市）の３つの地域が星空保護区
の認定を受けています。
　本市では、南六呂師区を対象地域として申請予定で、５つの認
定区分のうち「アーバン・ナイトスカイプレイス」部門での認定を
目指しています。この区分で認定されるとアジア初となります。

日本一のきれいな星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを今月から
12回シリーズで紹介します。

今月のスナ プッ

　やぎ座は、頭はヤギで尾の部分が魚という不思議な動物の姿を表
した星座です。国内では秋に見ることができます。
　ギリシャ神話では、神々がナイル川のほとりで
宴会をしていたとき、突然怪獣テュフォンが現れ、
牧畜の神パーンは魚に化けてナイル川に飛び込ん
で逃げようとしました。しかし、慌てていたため、
上半身がヤギで下半身が魚の姿になってしまった
といわれています。

今月の星座　やぎ座

イラスト：望月詩織
今月の星空スポット　六呂師高原

写真：moco@moco.0420

市 民 の う ご き
令和４年12月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1578世帯（ー13世帯）
人　口 	3万1012人（-54人）
〈男〉 1万4866人（-26人）
〈女〉 1万6146人（-28人）

◆11月中の内訳
　転入　57人　　出生　  9人
　転出　69人　　死亡　51人

　

今
年
の
干
支
は「
卯う

」。
か
わ
い
い

小
動
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
ウ
サ
ギ

で
す
が
、
動
き
が
俊
敏
な
こ
と
や
繁

殖
能
力
が
高
く
子
孫
繁
栄
を
連
想
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
戦
国
時
代
に
は

縁
起
の
良
い
動
物
と
し
て
多
く
の
武

士
に
好
ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

武
家
屋
敷
旧
内
山
家
に
は
、
所
々

に
ウ
サ
ギ
の
文
様
が
施
さ
れ
た
瓦
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
サ
ギ
が
何

羽
い
る
か
、
ぜ
ひ
見
つ
け
に
来
て
く

だ
さ
い
。 

丸くてかわいい
ウサギの瓦
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地
響
き
か
と
思
う
振
動
と

エ
ン
ジ
ン
音
。
や
が
て
窓

越
し
に
ラ
イ
ト
の
光
が
届

く
。
枕
元
の
時
計
を
見

る
と
４
時
を
少
し
過
ぎ
た

と
こ
ろ
だ
▼
総
延
長
約
５
６
０
㌔
㍍
、
経
費

21
億
３
千
万
円
。こ
れ
ら
は
大
野
市
内
の
市
道
、

県
道
、
国
道
な
ど
、
除
・
排
雪
の
総
延
長
距
離

と
昨
冬
の
経
費
。
市
道
は
約
３
８
０
㌔
㍍
。
距

離
の
数
字
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
。
い
か
に
き

め
細
か
く
除
雪
し
て
い
る
か
を
物
語
る
数
字
だ

▼
道
路
交
通
網
の
確
保
は
日
常
活
動
に
必
須

だ
。
通
勤
、
通
学
、
物
流
を
始
め
、
医
療
、
福

祉
に
欠
か
せ
な
い
。
近
年
は
福
祉
関
係
の
自
動

車
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
へ
の
送
迎
、
訪
問
介
護
の
車
だ

▼
雪
国
の
冬
は
、
鈍に

び

色
の
空
と
雪
景
色
、
雪
に

耐
え
る
暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
な
よ
う

だ
。
し
か
し
、
雪
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
私

た
ち
は
、「
耐
雪
」「
克
雪
」
だ
け
の
世
界
に
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
雪
囲
い
、
雪
か
き
な
ど
の

一
連
の
作
業
の
中
で
、
一
つ
一
つ
の
仕
事
が
完

了
す
る
成
就
感
を
味
わ
い
、
そ
の
都
度
、
家
族

や
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
て
い
る
▼
間

も
な
く
「
越
前
お
お
の
冬
物
語
」
も
開
催
さ
れ

る
。「
親
雪
」「
楽
雪
」
も
大
野
の
暮
ら
し
の
中

に
あ
る
。
春
は
も
う
す
ぐ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人

た
ち
に
も
思
い
を
馳は

せ
、
春
を
待
と
う
。

「
袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立

つ
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
ん　
紀
貫
之
」（
Ｄ・
Ｅ
）

新たな環境問題「光
ひかりがい

害」
第2回 日本一のきれいな星空は大野の宝です。この

星空を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを
12回シリーズで紹介しています。

今月のスナ プッ

市 民 の う ご き
令和５年１月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1548世帯（ー30世帯）
人　口  3万964人 （-48人）
〈男〉 １万4850人 （-16人）
〈女〉 1万6114人 （-32人）

◆12月中の内訳
　転入　65人　　出生　17人
　転出　65人　　死亡　65人

　光害とは、過剰または不適切な人工の光が周辺環境へ及ぼす悪影
響のことです。具体的には、安眠の妨げやエネルギー資源の浪費の
ほか、野生動物の生態が乱される、農作物の生育が悪化し収穫量が
減少する、美しい星空が見られなくなることなどが挙げられます。
　過剰に明るく、上空など無意味な方向を照らす不適切な光を抑
えていくことが必要です。家庭では、夜に遮光カーテンを閉めた
り、外灯を人感センサーライトや小さいワット数の電球に交換し
たりすることで、光害の防止につながります。南六呂師区の防犯
灯や市と県の施設の屋外照明は、全て光害に対応した照明に交換
し、美しい星空の保全に努めています。

　みずがめ座は十二星座の一つで、水瓶を抱える美少年ガニメデの姿を
表した星座です。国内では秋に見ることができます。
　ギリシャ神話では、大神ゼウスが酒を注がせるた
め、鷲に変身して美少年ガニメデをさらっていきま
した。それ以降、ガニメデは神々の宮殿で酒を注ぐ
役割を担い、夜空には彼をかたどった星座が輝くよ
うになったといわれています。

今月の星座　みずがめ座

イラスト：望月詩織今月の星空スポット　蕨生地区
撮影者：橋本恒夫さん

　

表
紙
写
真
の「
冬
の
ヒ
カ
リ
」や
27

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
九
頭
竜
湖
駅
の

装
飾
な
ど
、
市
内
各
所
に
写
真
映
え

の
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
和
泉
郷
土
資
料
館
の
恐
竜

の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
前
に
は
雪
が
積

も
り
、
さ
な
が
ら
氷
河
期
の
よ
う
な

景
色
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

冬
は
寒
さ
で
外
に
出
る
の
が
お
っ

く
う
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
天
気
が

い
い
日
に
は
外
に
出
て
、
冬
な
ら
で

は
の
大
野
を
楽
し
み
た
い
で
す
。寒さにも負けず！

越美北線でやってきた恐竜
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大
野
市
街
か
ら
勝
原
を
超

え
て
九
頭
竜
へ
向
か
う
道

す
が
ら
、
見
な
れ
た
風
景
が

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
。

ト
ン
ネ
ル
あ
り
高
架
あ
り
、

新
た
な
道
筋
が
徐
々
に
姿
を
現
し
て
い
る
。
全
線

開
通
が
待
た
れ
る
中
部
縦
貫
自
動
車
道
▼
い
よ
い

よ
３
月
19
日
、
大
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
勝
原
Ｉ
Ｃ
ま
で
が

開
通
す
る
。
期
待
に
胸
躍
る
「
生
命
の
道
」「
生

活
の
道
」「
希
望
の
道
」
の
完
成
が
い
よ
い
よ
現

実
味
を
お
び
て
き
た
▼
こ
の
道
路
は
長
野
県
松
本

市
を
起
点
と
し
、
高
山
を
経
由
し
て
油
坂
を
越
え

て
大
野
、
福
井
に
つ
な
が
る
、
文
字
通
り
日
本
の

屋
根
を
東
西
に
貫
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
首
都

圏
と
福
井
を
結
ぶ
最
短
の
自
動
車
専
用
道
路
で
も

あ
る
。
全
線
開
通
の
暁
に
は
、
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
が
、
利
便
性
や
プ
ラ
ス
の
波
及
効

果
の
み
で
は
な
く
、
私
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
の
か
、
一
人
一
人
が
考
え
て
み

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
も
思
う
▼
現
在
、
日
本

の
乗
用
車
の
保
有
台
数
は
世
界
第
２
位
で
、
約

８
０
０
０
万
台
だ
そ
う
で
あ
る
。
私
た
ち
の
生
活

に
と
っ
て
自
動
車
は
欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
必
需

品
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
さ
ら
車

の
な
い
社
会
は
考
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
み
る
必
要
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
便
利
さ
の
反
面
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
、
走

る
凶
器
に
も
な
り
得
る
危
険
も
は
ら
ん
で
い
る
の

が
自
動
車
で
あ
り
、
そ
れ
を
使
う
人
間
の
立
場
が

問
わ
れ
て
き
て
い
る
▼
重
い
荷
を
か
つ
い
で
歩
く

道
、
テ
ク
テ
ク
歩
い
た
通
学
路
、
そ
ん
な
風
景
を

懐
か
し
く
感
じ
る
の
は
、
も
は
や
時
代
遅
れ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

星のまち鑑賞会
第３回 日本一のきれいな星空は大野の宝です。この

星空を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを
12回シリーズで紹介しています。

今月のスナ プッ

市 民 の う ご き
令和５年２月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1567世帯（+19世帯）
人　口  3万943人 （-21人）
〈男〉 １万4828人 （-22人）
〈女〉 1万6115人 （+１人）

◆１月中の内訳
　転入　78人　　出生　９人
　転出　55人　　死亡　53人

　現在、市内には「オヤット天文クラブ」、「奥越星を見る会」の２つ
の天文クラブがあります。これらの天文クラブと市外の天文クラブ
が中心となり、市役所駐車場で、定期的な星空観察「星のまち鑑賞会」
を開いています。市街地でも美しい星空を見上げられる、大野市な
らではの催しとして、昨年９月23日から始まりました。
　星空観察は、環境保全の重要性について関心を深める良い機会と
なります。誰でも気軽に参加できる鑑賞会なので、 
皆さんもぜひ望遠鏡をのぞきに来てください。
　　※鑑賞会日程は「星のまちおおの」
　　　　　　Ｆａｃｅｂｏｏｋでご確認ください▶

　うお座は、ひもで結ばれた２匹の魚の姿をした星座です。十二星座
の１つで、トレミーの48星座の１つでもあります。
最も明るい星でも４等星と、観察するのが難しい星
座です。ギリシャ神話では、女神アフロディテとそ
の息子エロスが川岸で怪物テュポンに襲われたと
き、２人は離れないようにひもをつけて、魚に姿
を変えて川に飛び込んだ時の姿といわれています。

今月の星座　うお座

イラスト：望月詩織今月の星空スポット　冬の大三角と荒島岳
撮影者：橋本恒夫さん

　

平
成
大
野
屋
平
蔵
と
道
の
駅「
越

前 

お
お
の
荒
島
の
郷
」で
３
月
12
日

ま
で
開
催
中
の「
春
を
彩
る
越
前
お

お
の
ひ
な
祭
り
」の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
取
材
日
に
は
ま
だ
道
路

に
雪
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
会
場

の
ひ
な
人
形
を
眺
め
て
い
る
と
一
足

早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

21
日
に
は「
七
間
朝
市
」も
再
開
さ

れ
ま
す
。
暖
か
な
陽
気
に
包
ま
れ
な

が
ら
、
大
野
の
春
を
感
じ
に
来
て
み

ま
せ
ん
か
。

ひな人形、いくつあるかな？
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【
イ
タ
リ
ア
人
と
寂
聴
さ

ん
】
私
は
１
９
４
０
～
５
０

年
代
に
か
け
て
の
多
彩
で

陰い
ん
え
い翳
に
富
ん
だ
イ
タ
リ
ア

映
画
の
愛
好
家
で
、
特
に
イ

タ
リ
ア
人
の
国
民
性
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
を
代
表
す
る
名
画
『
鉄
道
員
』
の
登
場

人
物
は
つ
ま
し
い
生
活
の
中
で
実
に
率
直
に
喜
怒

哀
楽
を
表
現
し
ま
す
。
全
身
で
喜
び
、
大
声
で
悲

し
み
、
つ
か
み
合
い
の
喧け

ん
か嘩
を
し
て
も
す
ぐ
に
仲

直
り
を
し
て
一
緒
に
酒
を
飲
み
、
陽
気
に
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
し
ま
す
▼
こ
の
よ
う
な
奔
放
な
感
情

表
現
に
以
前
は
違
和
感
を
覚
え
た
も
の
で
す
が
、

最
近
は
次
第
に
共
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
心
境
の
変
化
は
自
分
で
も
不
思
議

で
し
た
が
、
作
家
で
天
台
宗
僧
侶
で
も
あ
っ
た
瀬

戸
内
寂
聴
さ
ん
が
担
当
し
た
新
聞
の
人
生
相
談
の

回
答
に
そ
の
不
思
議
を
解
く
鍵
を
見
つ
け
ま
し

た
。「
愚
か
で
、
ず
る
く
て
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ

い
で
、
欲
張
り
で
、
ケ
チ
ン
ボ
で
。
だ
か
ら
人
間

は
か
わ
い
く
て
体
を
寄
せ
た
く
な
る
生
き
物
な
の

で
す
」
と
い
う
一
節
で
す
▼
さ
ま
ざ
ま
な
弱
さ
を

持
つ
人
間
に
徹
底
し
て
寄
り
添
う
寂
聴
さ
ん
の
思

い
は
、
善
人
よ
り
も
悪
人
を
救
う
こ
と
に
重
き
を

お
い
た
親し

ん
ら
ん鸞
の
教
え
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
古
希
を
超
え
、
齢
を
重
ね
て
私
も
寂
聴

さ
ん
の
心
境
に
少
し
近
づ
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
オ
ー
ド
リ
ー・ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
主
演
の『
ロ
ー

マ
の
休
日
』
は
、
ロ
ー
マ
が
舞
台
で
登
場
人
物
の

多
く
が
イ
タ
リ
ア
人
だ
か
ら
こ
そ
名
作
に
な
り
え

た
の
で
し
ょ
う
。(

風
談
坊)

世界天文月間と
　国際ダークスカイ週間

第４回
日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。

今月のスナ プッ

　『世界天文月間』は、「一つの空のもと、人々はひとつ」をモットーとする国境なき天文学者団の主催で、世
界中の天文好きの協力を得ながら毎年４月に行われている世界規模の天文イベントです。
　その一環で実施されているのが、国際ダークスカイ協会（ＩＤＡ）主催の『国際ダークス
カイ週間』です。これは、光害への認識を高めるため世界規模で行われる取り組みで、今
年は４月15日～22日に開催されます。
　本市では、国際ダークスカイ週間に合わせて、星空保護区に認定されている自治体と
連携した取り組みを行う予定です。詳しくは「星のまちおおの」Ｆａｃｅｂｏｏｋでお知らせ
していきます。

今月の星空スポット　勝原駅　　撮影者：ｉ.ｉｉｉ.ｖｖさん

　おひつじ座は、平原にたたずむ羊の姿を表した星座
で、黄道十二星座の１つです。星座の頭にあたる２等
星ハマルが一番明るく、ほかに３～４等星の星が「へ」
の字ように並んだ形をしています。
　ギリシャ神話では、フリクソス
王子と妹のヘレー王女が殺されそ
うになり、大神ゼウスが子どもた
ちを助けるために遣わした、空を
飛ぶ金毛の羊と言われています。

今月の星座　おひつじ座

イラスト：望月詩織

市 民 の う ご き
令和５年３月１日現在（前月比）   

世帯数 1万1587世帯（+20世帯）
人　口  3万909人 （-34人）
〈男〉 １万4818人 （-10人）
〈女〉 1万6091人 （-24人）

◆２月中の内訳
　転入　86人　　出生　12人
　転出　91人　　死亡　41人

▲星のまちおおの
　Ｆａｃｅｂｏｏｋ

　

３
月
19
日
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道

大
野
油
坂
道
路
の
大
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
勝

原
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間
が
開
通
し
ま
し

た
。
今
年
の
秋
に
は
さ
ら
に
勝
原
Ｉ

Ｃ
か
ら
九
頭
竜
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間
が

開
通
さ
れ
る
予
定
で
す
。
新
た
な
道

が
で
き
、
人
や
物
の
流
れ
が
変
わ
る

と
思
う
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

　

新
年
度
と
な
り
、
進
学
や
就
職
な

ど
で
生
活
が
大
き
く
変
わ
る
人
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
新

た
な
道
で
の
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

開通した大野油坂道路
大野ＩＣ～勝原ＩＣ区間
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【
ツ
バ
メ
が
飛
ぶ
村
】
春
ら

ん
ま
ん
。
戦
後
ま
も
な
く
は

や
っ
た
、
サ
ト
ウ
・
ハ
チ

ロ
ー
作
詞
の
歌
謡
曲
「
夢
淡

き
東
京
」。
そ
こ
で
「
柳
青

め
る
日
、
ツ
バ
メ
が
銀
座
に
飛
ぶ
日
…
…
」
と
歌

わ
れ
た
ツ
バ
メ
は
、
銀
座
の
風
物
詩
だ
っ
た
▼
筆

者
が
子
供
の
頃
、
家
の
玄
関
の
天
井
に
ツ
バ
メ
の

巣
が
あ
っ
た
。
巣
は
土
の
中
に
枯
れ
草
が
ま
ぜ
ら

れ
補
強
の
役
を
し
て
い
た
。
４
羽
の
ヒ
ナ
が
す
や

す
や
と
眠
っ
て
い
た
。
親
ツ
バ
メ
が
飛
び
去
り
、

空
が
白
く
に
じ
ん
で
き
た
こ
ろ
に
戻
っ
て
餌
を
与

え
始
め
た
▼
ツ
バ
メ
は
生
き
た
虫
し
か
エ
サ
に
し

な
い
と
い
う
。
街
路
樹
が
多
く
、
虫
の
供
給
源
と

な
る
家
々
が
近
く
に
あ
る
こ
と
も
、
ツ
バ
メ
が
残

る
要
因
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ツ
バ
メ
は
人
を

頼
る
。
人
を
敵
と
せ
ず
、
人
の
存
在
を
利
用
す
る
。

優
し
い
心
が
あ
る
人
の
と
こ
ろ
に
ツ
バ
メ
は
来
る

よ
う
で
あ
る
▼
昔
か
ら
ツ
バ
メ
が
巣
を
作
る
と
、

「
縁
起
が
い
い
」「
商
売
が
繫
盛
す
る
」「
幸
せ
を
運

ん
で
く
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず
、
ツ
バ
メ
を
受
け
い
れ
る
街
や
村

の
や
さ
し
さ
、私
た
ち
の
心
を
反
映
し
た
結
果
だ
っ

た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
▼
海
を
渡
り
、
何
千
㌔
も

旅
を
し
て
く
る
ツ
バ
メ
た
ち
。
空
を
切
る
よ
う
に

飛
ぶ
、
体
長
17
㌢
の
小
さ
な
姿
が
い
と
お
し
く

な
っ
た
。
抱
卵
し
て
２
週
間
で
ヒ
ナ
が
か
え
る
。

さ
ら
に
３
週
間
、
親
ツ
バ
メ
は
せ
っ
せ
と
エ
サ
を

運
ん
で
、
ひ
な
た
ち
は
巣
立
っ
て
い
く
（
Ｍ
・
Ｙ)

市 民 の う ご き
令和５年４月１日現在（前月比）   

世帯数 １万1578世帯（-９世帯）
人　口  ３万767人（-142人）
〈男〉 １万4758人 （-60人）
〈女〉 １万6009人 （-82人）

◆３月中の内訳
　転入　128人　　出生　８人
　転出　220人　　死亡　58人

国際ダークスカイ協会
（ＩＤＡ）

第５回 日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。

　「国際ダークスカイ協会」（通称ＩＤＡ）は、光害問題に対する取り組みで先導的な役割を
担う組織で、昭和63年に米国で設立されたＮＰＯ団体です。
　また、「国際ダークスカイ協会東京支部」（ＩＤＡ東京）は、平成25年１月９日に設立が認
可された、日本唯一の支部です。
　国際ダークスカイ協会は、星空保護区の認定を行っていて、本市は、４月に星空保護区

（アーバン・ナイトスカイプレイス部門）の申請書を提出しました。

今月の星空スポット　小山地区　　撮影者：佐々木修さん

　おうし座は、狩人オリオンに襲いかかる雄牛の姿を
した星座です。おうし座で最も明るい１等星アルデバ
ランと、「すばる」と呼ばれるプレアデス星団とヒアデ
ス星団などから形付けられた星座
です。
　ギリシャ神話では、大神ゼウス
がフェニキア王の一人娘エウロパ
をさらうときに変身した雄牛の姿
と言われています。

今月の星座　おうし座

イラスト：望月詩織

▲星のまちおおの
　Ｆａｃｅｂｏｏｋ

今月のスナ プッ
　

ガ
・
オ
ー
ノ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
式

典
の
帰
り
道
、
九
頭
竜
温
泉 

平
成

の
湯
な
ど
が
あ
る
九
頭
竜
保
養
の
里

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
約
８
０
０
本

の
ハ
ナ
モ
モ
が
咲
き
誇
り
、
ホ
テ
ル

フ
レ
ア
ー
ル
和
泉
で
は
、
営
業
再
開

に
向
け
て
、
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

着
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
が
進
む

和
泉
エ
リ
ア
。
こ
の
秋
の
、
中
部
縦

貫
自
動
車
道
大
野
油
坂
道
路
の
九
頭

竜
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延
伸
が
楽
し
み
で
す
。

九頭竜花桃回廊のハナモモ
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日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。

「アーバン・ナイトスカイ
プレイス」

第６回

　星空保護区には、五つの認定区分があります。本市が申請した認定区分は、「アーバン・
ナイトスカイプレイス」です。
　「アーバン・ナイトスカイプレイス」とは、近隣の明るい都市の影響を受けながらも、暗
い夜間環境を保護・推進する優れた取り組みをしている場所です。
　夜間の自然環境への光害影響を最小に抑えながら、公共の安全を確保する適切な屋外照
明の設置と、地域での星空保護に関する普及・啓発活動が認定の条件となります。

今月の星空スポット　和泉地区　　撮影者：長谷川祐一さん

　ふたご座は、２人の子が並んだ姿を表した冬の星座で
す。１等星ポルックスと２等星カストルが２人の頭の部
分にあたり、仲良く並んだように見えることからその名
がつきました。
　ギリシャ神話では、人間の血を引く兄カストルが戦い
で命を落とし、神の血を引き不死身
であった弟ポルックスも兄と同じ
く死を望み、大神ゼウスに懇願し
たところ、ゼウスは兄を慕うポルッ
クスに心を打たれ、２人を並べて
天に上げたといわれています。

今月の星座　ふたご座

イラスト：望月詩織

▲星のまちおおの
　Ｆａｃｅｂｏｏｋ

光
陰
矢
の
如
し
と
言
う
が
、

つ
い
こ
の
間
新
年
を
迎
え
た

よ
う
な
気
が
す
る
の
に
、
気

が
付
け
ば
も
う
六
月
。
令
和

五
年
も
前
半
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
今
年
の
春
は
急
に
暑
く
な
っ
た
り
、

ま
た
寒
く
な
っ
た
り
、
い
つ
も
の
年
よ
り
気
温
の

変
化
が
大
き
く
、
春
ら
し
い
の
ど
か
さ
を
感
じ
る

日
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
▼
盆
地
だ
か
ら
、

大
野
の
夏
は
気
温
が
上
が
っ
て
暑
く
な
る
し
、
冬

は
雪
も
降
っ
て
、
氷
点
下
の
冷
え
込
み
が
続
く
。

ま
た
同
じ
一
日
の
中
で
も
、
日
中
は
暑
く
感
じ
て

も
、
日
が
落
ち
る
と
ス
ッ
と
肌
寒
く
な
る
こ
と
が

あ
る
▼
寒
暖
の
差
が
大
き
い
こ
と
で
美
味
し
い
農

産
物
が
育
ち
、
私
た
ち
の
食
卓
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
こ
と
に
は
、
も
ち
ろ
ん
感
謝
し
て
い
る
の
だ

が
、
あ
ま
り
極
端
な
暑
さ
や
寒
さ
は
や
は
り
避
け

た
い
も
の
だ
▼
気
象
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
年

の
夏
は
温
暖
化
の
影
響
等
に
よ
り
、
地
球
全
体
で

大
気
の
温
度
が
高
い
。夏
の
前
半
を
中
心
に
ラ
ニ
ー

ニ
ャ
現
象
の
影
響
が
残
る
た
め
、
上
空
の
偏
西
風

は
日
本
付
近
で
平
年
よ
り
北
を
流
れ
、
北
・
東
・

西
日
本
は
暖
か
い
空
気
に
覆
わ
れ
や
す
い
見
込
み
。

つ
ま
り
、
暑
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
▼
暑

け
れ
ば
「
暑
い
暑
い
」、
寒
け
れ
ば
「
寒
い
寒
い
」

と
不
満
を
言
い
な
が
ら
、
何
と
か
そ
の
日
そ
の
日

を
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
と

に
か
く
、
あ
ま
り
暑
過
ぎ
な
い
夏
に
な
る
こ
と
を

願
う
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

市 民 の う ご き
令和５年５月１日現在（前月比）   

世帯数 １万1593世帯（＋15世帯）
人　口  ３万745人（-22人）
〈男〉 １万4759人（＋ １人）
〈女〉 １万5986人（-23人）

◆４月中の内訳
　転入　100人　　出生　12人
　転出　  90人　　死亡　44人

今月のスナ プッ
　

本
号
の
28
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

る「
お
さ
ん
ぽ
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
大
野
」の
取
材
へ
行
く
と
、
泉
茂

展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

泉
茂
さ
ん
の
作
品
だ
け
で
な
く
、

作
品
が
生
ま
れ
た
頃
の
大
野
の
写
真

も
飾
ら
れ
て
い
て
、
時
代
背
景
を
知

る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
作
品
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
度
、
お
散
歩
が
て
ら

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

泉茂展  ６月25日まで開催中
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日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。

 

随
分
昔
に
な
る
が
、
青
函
連

絡
船
の
甲
板
で
海
原
を
進
む

醍だ
い
ご
み

醐
味
を
感
じ
た
。
数
日

後
、
稚わ
っ
か
な
い内

か
ら
利
尻
島
へ
渡

る
小
型
船
で
波
に
翻ほ

ん
ろ
う弄
さ

れ
、
海
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
た
。
川
で
育
っ
た
自

分
に
と
っ
て
、
今
で
も
海
の
広
さ
と
深
さ
は
憧
れ

で
あ
り
畏
怖
だ
▼
天
保
13
年
（
１
８
４
２
年
）
大

野
藩
主
土
井
利
忠
は
藩
政
改
革
に
着
手
し
た
。
そ

の
一
つ
に
北
蝦
夷
地
（
樺
太
）
の
開
拓
が
あ
る
。

幕
府
の
北
方
政
策
と
呼
応
し
探
索
・
調
査
に
入
り
、

万
延
元
年
（
１
８
６
０
年
）
に
は
樺
太
の
一
部
が

大
野
藩
の
準
領
地
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

開
拓
は
経
済
的
な
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き

ず
返
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
間
、
洋

式
帆
船
大
野
丸
を
建
造
し
、
海
運
に
よ
り
藩
財
政

を
立
て
直
し
た
こ
と
は
多
く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ

だ
▼
最
新
と
は
い
え
、
長
さ
32
㍍
幅
７
㍍
の
帆
船

だ
。
荒
れ
る
北
の
海
を
進
む
大
野
丸
の
姿
を
想
像

す
る
に
、
乗
り
組
む
人
た
ち
の
意
気
と
使
命
感
は

藩
命
を
超
え
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
▼
財
政
再

建
を
殖
産
興
業
と
教
育
に
活
路
を
求
め
、
そ
の
象

徴
と
も
い
え
る
山
国
の
大
野
丸
は
多
く
の
人
に
感

慨
を
も
た
ら
す
。
校
歌
の
作
詞
を
依
頼
さ
れ
、
美

濃
路
を
経
て
大
野
に
入
っ
た
詩
人
三
好
達
治
も
そ

の
一
人
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
校
歌
の
終
章

「
ふ
る
国
の　

ふ
る
き
郡
の　

名
も
ゆ
か
し　

二

帆
前　
大
野
丸　
波
の
り
ゆ
き
し　
後
の
子
も　

お
く
れ
じ
も
の
を
」
に
表
れ
て
い
る
▼
７
月
17
日

は
海
の
日
。
時
代
の
波
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
再

考
し
、
少
し
で
も
歩
み
を
進
め
た
い
（
Ｄ
・
Ｅ
）

市 民 の う ご き
令和５年６月１日現在（前月比）   

世帯数 １万1615世帯（＋22世帯）
人　口 �３万723人（-22人）
〈男〉 １万4739人（-20人）
〈女〉 １万5984人 （-　2人）

◆５月中の内訳
　転入　  74人　　出生　  7人
　転出　  68人　　死亡　35人

日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。

　星のまちおおのライトダウン2023は、本市の美
しい星空を通じ環境問題について一緒に学ぶ機会を
創出するため、クールアース・デーに合わせて、市
民や市内事業所の協力のもと、一斉に消灯を実施す
ることで、星空観察のしやすい夜空を創出する取り
組みです（詳しくは８ページに記載）。
　統一実施日に合わせて星のまち鑑賞会も開催しま
すので、ぜひ望遠鏡をのぞきに来てください。

今月の星空スポット　南六呂師地区
　　撮影者：dtmfreeさん

　かに座は、かにの姿を表した春の星座です。ほぼ中央にある星の集
まりはM44（プレセペ星団）と呼ばれ、双眼鏡を使うと美しい赤やオレ
ンジ色の星が観察できます。
　ギリシャ神話では、大かにの仲間のヒドラがヘラ
クレスと戦っていた時、ヒドラが負けそうになった
ため、ヒドラを助けようと大かにがヘラクレスの足
を挟もうとしましたが、逆に踏み潰されてしまいま
した。それを見ていた女神ヘラが、友達思いの大か
にを天に上げ、かに座になったといわれています。

今月の星座　かに座

イラスト：望月詩織

▲鑑賞会日程など
詳しくはこちら

（星のまちおおの
　Ｆａｃｅｂｏｏｋ）

星のまちおおの
ライトダウン2023

第７回

今月のスナ プッ
　

大
手
門
広
場
の
完
成
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
へ
取
材
に
行
く
と
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
食
を
楽
し
む
人
や
芝
生

で
寝
転
び
く
つ
ろ
ぐ
人
、
水
遊
び
を

楽
し
む
親
子
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
に
入
り
、
雨
の
日
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
梅
雨
の
合
間
の
晴
れ
た

日
に
は
、
大
手
門
広
場
で
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

まちなかにできた憩いの場
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日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。

 

【
大
野
藩
領
の
不
思
議
】

今
春
か
ら
季
節
の
移
ろ
い
を

感
じ
な
が
ら
真
名
川
の
遊
歩

道
を
散
策
し
て
い
ま
す
。
大

野
盆
地
を
ぐ
る
り
と
見
渡
し

て
い
る
と
ど
の
集
落
が
大
野
藩
領
で
あ
っ
た
か
を

知
り
た
く
な
り
、『
大
野
の
あ
ゆ
み
』
の
巻
末
資
料

で
調
べ
て
み
ま
し
た
▼
意
外
な
こ
と
に
真
名
川
の

東
側
は
ほ
ぼ
全
体
、
佐
開
・
五
条
方
な
ど
を
除
く

上
庄
地
区
の
大
半
は
幕
領
や
勝
山
藩
、
郡
上
藩
、

福
井
藩
な
ど
の
藩
領
で
、
大
野
藩
領
の
面
積
は
大

野
盆
地
の
半
分
以
下
で
す
。
つ
い
で
山
間
地
域
を

み
る
と
、
西
谷
地
区
は
巣
原
、
熊
河
、
温
見
を
除

い
て
大
野
藩
領
で
す
が
上
大
納
と
箱
ヶ
瀬
を
除
く

穴
馬
地
区
お
よ
び
五
箇
地
区
全
体
が
郡
上
藩
領
で

す
▼
こ
の
よ
う
に
藩
領
が
形
成
さ
れ
た
理
由
を
自

分
な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。
佐
開
と
五
条
方
は

真
名
川
の
用
水
口
に
位
置
し
た
こ
と
、
西
谷
地
区

の
三
村
は
か
つ
て
奥
池
田
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
鯖

江
・
池
田
方
面
と
の
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た
こ
と
、

穴
馬
地
区
の
二
村
は
中
竜
鉱
山
、
面
谷
鉱
山
の
存
在

が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
考
え
付
き
ま
す
。

正
し
い
か
ど
う
か
は
自
信
な
し
▼
次
に
、
番
所
は

ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
た
の
か
、
藩
領
が
入
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
水
利
権
の
問
題
を
複
雑
に
し
な

か
っ
た
か
、
通
婚
圏
の
形
成
に
影
響
を
与
え
な
か
っ

た
か
、
菩ぼ

だ
い
じ

提
寺
と
檀だ

ん
か家

の
関
係
に
不
都
合
を
来
さ
な

か
っ
た
か
、
な
ど
次
々
に
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。

脳
の
働
き
も
身
体
と
同
じ
で
自
然
の
中
で
よ
り
活

発
化
す
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。（
風
談
坊
）

市 民 の う ご き
令和５年７月１日現在（前月比）   

世帯数 １万1618世帯 （＋3世帯）
人　口  ３万694人 （-29人）
〈男〉 １万4717人 （-22人）
〈女〉 １万5977人 （-  7人）

◆６月中の内訳
　転入　57人　　出生　14人
　転出　61人　　死亡　39人

日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。

　ミルク工房奥越前の前では、ハンモックに包まれながら星空を観望できる「星空ハンモッ
ク」を実施しています。
　このイベントは、ミルク工房奥越前、大野市、福井工業大学との共同団体であるＭＯＦ
ネットワークが主催で行っており、星空保護区認定後の六呂師高原での星空観光を推進す
るため、平成30年から始めた取り組みです。
　家族や友人などと、ハンモックでのんびりくつろぎながら、夜の高原に広がる満天の星
を満喫してみてはいかがでしょうか。

今月の星空スポット　蓑道区　　撮影者：佐々木修さん

　しし座は、ギリシャ神話の人食いライオンの姿を表し
た春に見られる星座です。獅子の大鎌と呼ばれる星の並
びが特徴です。また、獅子の首あたりに放射点を持つし
し座流星群があり、毎年11月中旬に
活動が活発になります。
　ギリシャ神話では、しし座はネメ
アの森に住む人食いライオンとして
恐れられていましたが、ライオン退
治を命じられた、勇者ヘラクレス
によって退治されてしまい、星座に
なったといわれています。

今月の星座　しし座

イラスト：望月詩織

▲星空ハンモック
の日程はこちら

（ミルク工房奥越
前ホームページ）

星空ハンモック

第８回

今月のスナ プッ
　
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
７
月
の
大
雨
。
水
は
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
資
源

で
す
が
、
そ
の
恩
恵
と
は
逆
に
、
豪

雨
や
土
砂
災
害
と
い
っ
た
自
然
災
害

は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
は「
水
の
日
」で
す
。
水

の
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
災
害
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「水の日」にちなんだ
ブルーちょうちんと御清水
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今月のスナ プッ
　

８
月
15
日
夜
、
結
と
ぴ
あ
で
開

催
さ
れ
た
ド
ラ
ゴ
ン
ゲ
ー
ト
プ
ロ

レ
ス
㏌
大
野
の
取
材
に
行
き
ま
し

た
。
選
手
の
力
強
く
華
麗
な
技
の

応
酬
に
、
約
３
０
０
人
の
観
客
が

歓
声
で
呼
応
し
、
選
手
と
観
客
が

一
体
と
な
っ
て
会
場
を
湧
か
し
ま

し
た
。

　

人
々
を
つ
な
ぎ
、
見
る
人
に
元

気
を
与
え
る
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の

力
を
再
確
認
し
た
夜
で
し
た
。歓声がリングに渦巻く！

市 民 の う ご き
令和５年８月１日現在（前月比）   

世帯数 １万1638世帯（＋20世帯）
人　口 3万679人（-15人）
〈男〉 １万4706人（-11人）
〈女〉 １万5973人（- ４人）

◆７月中の内訳
　転入　  60人　　出生　  9人
　転出　  41人　　死亡　43人

　空の明るさ調査は、デジタルカメラを用いて星空を撮影し、その画像データから「夜空の明るさ」を測定
する取り組みです。環境省と星空公団が共同で実施しており、夏と冬の２回、全国各地の調査参加者によ
る観察データを集めています。本市は県自然保護センターとオヤット天文クラブが毎年調査結果を報告し
ています。さらに、本市は星空保護区認定取得のため、昨年から福井工業大学と星空公団の協力のもと、
南六呂師エリアに測定器を置き、季節ごとのデータを収集してきました。
　積雪の影響のある冬期を除き、天の川が見やすいとされる20等級を上回る21等級台であり、美しい星空
であるということがデータからも証明されています。

今月の星空スポット　越前大野城と満月
　　撮影者：佐々木修さん

　おとめ座は、手に麦の穂を持つ女神の姿を表した春の星座です。
　おとめ座のα星スピカは、青白く輝く１等星で、オレンジ色に輝く
１等星アークトゥルスと合わせて「春の夫婦星」ともいわれます。
　収穫の神デメテルの娘ペルセポネが、冥土の神ハデスにさらわれ、
デメテルが悲しみ、ほら穴に閉じこもると、草木や花が枯れました。
それを見かねた大神ゼウスがペルセポネを救い、
大地は緑に覆われましたが、ペルセポネがハデス
にだまされて、ザクロの実を食べ、１年の３分の
１を冥土で暮らす羽目になり、娘のいないこの時
期は、デメテルは悲しみ大地は枯れ果て、これが
冬となり季節の始まりとなったといわれています。

今月の星座　おとめ座

イラスト：望月詩織

日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。夜空の明るさ調査

第９回
 

冒
頭
か
ら
私
事
で
恐
縮
だ

が
、
今
回
で
「
風
見
鶏
」
の

執
筆
を
辞
退
す
る
こ
と
に

し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
ふ

と
し
た
ご
縁
で
こ
の
欄
を

担
当
し
て
以
来
十
数
年
、
古
希
を
目
前
に
し
て
元

来
の
浅
学
と
加
齢
に
よ
る
感
性
の
鈍
化
を
つ
く
づ

く
実
感
し
、
こ
の
辺
り
が
潮
時
と
す
る
に
至
っ
た

▼
こ
の
機
会
に
、
手
元
の
昭
和
59
年
発
行
の
「
広

報
市
政
お
お
の
縮
刷
版
」
を
ひ
も
解
い
て
み
た
。

昭
和
29
年
７
月
１
日
の
市
制
施
行
に
伴
い
、
広
報

の
第
1
号
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
休
む
こ
と
な

く
今
号
で
９
３
９
号
を
迎
え
る
。
初
期
の
広
報
か

ら
は
、
新
し
い
市
政
に
対
す
る
熱
い
思
い
や
時
代

背
景
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
、
既
に
故
人
と
な
ら
れ

た
方
々
の
懐
か
し
い
面
影
が
浮
か
ん
で
く
る
。
ち

な
み
に
当
時
の
大
野
市
の
全
戸
数
は
８
３
０
０

戸
、
総
人
口
は
４
万
３
６
１
０
人
で
あ
る
▼
風
見

鶏
は
昭
和
30
年
13
号
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

時
の
話
題
は
蚊
・
ハ
エ
撲
滅
国
民
運
動
の
展
開
に

関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
世
相
を
踏
ま

え
て
、
季
節
感
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
執
筆

さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
▼
現
在
は
、
複
数
、
交

代
で
担
当
し
て
お
り
、
執
筆
者
個
々
の
個
性
が
感

じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
翌
月
の
発
行

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
季
節
を
先
取
り
し
、
発
行

す
る
ま
で
に
大
き
な
変
化
が
な
い
か
、
な
い
知
恵

を
絞
り
な
が
ら
、
締
め
切
り
に
遅
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
担
当
者
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
の
で
は

と
危
惧
し
て
い
る
▼
炎
暑
も
徐
々
に
お
さ
ま
る
９

月
、
市
民
諸
氏
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
念

ず
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
大
野
市
の
発
展
を
期

し
て
、
こ
の
欄
を
終
え
た
い
（
Ｋ
・
Ｋ
）
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今月のスナ プッ

�

新
米
は
白
い
ご
飯
も
お
い

し
い
け
れ
ど
、
精
米
す
る

と
き
に
と
れ
る
ぬ
か
も
、

新
鮮
な
う
ち
に
食
べ
た
い

と
い
う
人
が
い
た
。「
ぬ

か
っ
て
食
べ
ら
れ
る
の
で
す
か
」
と
聞
い
て
み

た
。
そ
の
人
は
、「
米
の
栄
養
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ぬ
か
に
入
っ
て
い
る
」
と
い
う
▼
江
戸
時
代
、

人
々
が
玄
米
を
つ
い
て
白
い
ご
飯
を
食
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
、

食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
顔
が
む
く
ん
だ
り
、

足
や
ひ
ざ
が
痛
く
な
っ
た
り
す
る
江
戸
わ
ず
ら

い
、
今
で
い
う
か
っ
け
が
流
行
し
た
。
そ
の
原

因
は
、
ぬ
か
の
栄
養
不
足
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ぬ
か
に
野
菜
を
漬
け
込
ん
で
、
ぬ
か
漬
け
や
た

く
あ
ん
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ

の
頃
か
ら
だ
と
い
う
。
ぬ
か
の
栄
養
を
食
べ
な

い
な
ん
て
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
る
▼
精

米
し
た
て
の
ぬ
か
は
、
ふ
わ
ふ
わ
し
て
香
り
が

よ
く
、
ほ
の
か
な
甘
み
が
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま

食
べ
て
も
お
い
し
い
。
胡ご

ま麻
や
山さ

ん
し
ょ
う椒

と
混
ぜ
て

ふ
り
か
け
に
し
た
り
、
味
噌
汁
に
入
れ
た
り
し

た
。
煎い

る
と
香
ば
し
い
香
り
が
楽
し
め
て
、
天

ぷ
ら
の
衣
に
入
れ
る
と
、
さ
く
さ
く
と
し
た
食

感
が
楽
し
め
る
。
ぬ
か
は
、
白
い
ご
飯
と
一
緒

に
食
べ
る
と
、
玄
米
と
同
じ
栄
養
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
▼
ほ
か
に
も
ぬ
か
は
、
床
を
磨
い
た

り
、
皿
を
洗
っ
た
り
、
体
を
洗
っ
た
り
す
る
の

に
も
使
え
る
。
ぬ
か
の
保
湿
成
分
で
顔
や
手
が

つ
や
つ
や
に
な
り
、
か
さ
か
さ
の
か
か
と
に
も

効
く
と
い
わ
れ
て
い
る
（
Ｍ
・
Ｙ
）

　大気環境を大切にする意識を高めることと、ふるさとの環境を生かした地域おこしに役立てることを目
的に環境省などが主催して行う大会です。平成元年度から毎年全国各地で開催されていて、今月の８日、
９日に本市で開催されます。
　大会では、記念講演や開催地の団体による環境保全に関する発表などが行われます。優れた環境保全や
普及啓発活動などを行った団体と個人に、環境大臣賞や「星空の街・あおぞらの街」全国協議会長賞などが
授与されます。　※本大会の参加受け付けはすでに終了しています

今月の星空スポット　大野地区
撮影者：moco.0420さん

　てんびん座は、天
てんびん
秤の形をした夏の星座です。

　もともとは、さそり座の一部であったことから、α星とβ星には、それ
ぞれ「南の爪」、「北の爪」を意味する名前が付けられています。暗い星ばか
りのため目立たない星座です。
　ギリシャ神話　はるか昔、神々と人間は一緒に暮らしていましたが、人
間が武器を持って争いを繰り返すようになり、神々は天へ
引き上げてしまいました。ただ一人この世に留まったの
が、正義の女神アストレアで、彼女は人間の正義を測るた
めに天

てんびん
秤を使い、正義を説いたり、悪を退けたりしました。

しかしそのアストレアさえもついに人間社会の悪に嫌気が
差し、天に去って星座になったといわれています。

今月の星座　てんびん座

イラスト：望月詩織

日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。星空の街・あおぞらの街全国大会

第10回

市 民 の う ご き
令和５年９月１日現在（前月比）���

世帯数 １万1637世帯（-１世帯）
人　口 3万618人（-61人）
〈男〉 １万4685人（-21人）
〈女〉 １万5933人（-40人）

◆８月中の内訳
　転入　��52人　　出生　10人
　転出　��73人　　死亡　50人

　
開
発
中
の
食
べ
歩
き
グ
ル
メ「
越
前

お
お
の
ワ
ン
ハ
ン
ド
グ
ル
メ
」の
試
食

会
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
試
食
会
で
は
13
の
試
作
品
が
並
び
、

参
加
者
か
ら
は「
見
た
目
が
カ
ラ
フ
ル

で
か
わ
い
い
」「
味
が
も
っ
と
濃
い
方

が
好
み
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

食
品
は
改
良
を
重
ね
、
来
年
２
月

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
新
た
な
グ

ル
メ
を
片
手
に
大
野
の
ま
ち
を
散
策

す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

新たな大野グルメ開発中！
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先
日
、
夜
８
時
頃
、
所
用

が
あ
っ
て
郊
外
の
農
道
を

車
で
走
っ
て
い
た
ら
、
前

方
で
何
か
が
キ
ラ
ッ
と

光
っ
た
。
ハ
ッ
と
し
て
目

を
凝
ら
す
と
、
何
か
の
動
物
の
目
が
車
の
ラ
イ

ト
を
反
射
し
て
光
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
一
匹
で

は
な
い
よ
う
だ
▼
慌
て
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

た
が
、
相
手
は
車
が
近
づ
い
て
も
逃
げ
よ
う
と

す
る
様
子
を
見
せ
な
か
っ
た
。
ラ
イ
ト
の
光
で

見
る
か
ぎ
り
、
白
と
黒
の
顔
に
シ
マ
シ
マ
の

し
っ
ぽ
で
、
ど
う
や
ら
ア
ラ
イ
グ
マ
の
よ
う
だ
。

ま
だ
幼
い
の
か
、
小
柄
な
体
の
４
匹
が
ひ
と
か

た
ま
り
に
な
り
、
じ
っ
と
こ
ち
ら
を
見
つ
め
返

し
て
く
る
。
そ
れ
は
ひ
ど
く
無
邪
気
な
光
景

で
、
可
愛
ら
し
い
と
言
え
ば
可
愛
ら
し
か
っ
た

の
だ
が
、
真
っ
暗
な
場
所
で
思
い
が
け
な
い
動

物
に
出
会
い
、
驚
い
た
私
は
思
わ
ず
叫
び
声
を

上
げ
て
し
ま
っ
た
▼
車
を
恐
れ
な
い
の
か
動
こ

う
と
し
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
が
車
を
大
回
り
さ

せ
、
無
事
に
回
避
。
ミ
ラ
ー
ご
し
に
遠
ざ
か
る

４
匹
の
姿
を
確
認
し
な
が
ら
ま
だ
心
臓
が
ド
キ

ド
キ
し
て
い
た
。
自
宅
に
帰
っ
て
報
告
す
る
と

家
族
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

以
前
は
道
路
を
横
切
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
イ
ヌ

か
タ
ヌ
キ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
の
に
、
今
で

は
キ
ツ
ネ
、
サ
ル
、
ア
ナ
グ
マ
、
そ
し
て
今
度

は
ア
ラ
イ
グ
マ
。
今
年
は
ク
マ
の
出
没
も
増
え

る
と
い
わ
れ
て
い
る
▼
野
生
動
物
が
数
を
増
や

し
、
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
の
は
大
変
深
刻
な

問
題
だ
。
皆
さ
ま
も
十
分
ご
注
意
を（
Ｋ
・
Ｋ
）

今月のスナ プッ

市 民 の う ご き
令和５年10月１日現在（前月比）   

世帯数 １万1627世帯（-10世帯）
人　口 3万580人 （-38人）
〈男〉 １万4657人 （-28人）
〈女〉 １万5923人 （-10人）

◆９月中の内訳
　転入　  45人　　出生　14人
　転出　  56人　　死亡　41人

　星のソムリエ（星空案内人）は、「星や宇宙が好
き」という気持ちを持つ誰もが星空案内人になれ
るように導いてくれる資格認定制度です。
　南六呂師区にある県自然保護センターでも星の
ソムリエを育成し、星のソムリエとなった人たち
が、各地域で子ども会やＰＴＡの行事など、さま
ざまな機会に多くの人に星空や宇宙への関心を広
げていくことを目指しています。

　さそり座は、尾に毒針を持つサソリの姿をした
夏の星座です。
　さそり座の特徴的なＳ字カーブは、釣り針に見
立てられることもあり、釣りにちなんだ名前や伝
説もあります。
　赤く輝くアンタレスという１等星は、さそり座
の心臓近くにあるため、サソリの心臓とも呼ばれ
ています。
　神話：狩人オリオンは、自分がいつも強いと自
慢していました。それを見ていた女神ガイアが怒
り、１匹のサソリにオリオンを殺させました。そ
の後互いに星座になったオリオ
ン座とさそり座は反対の位置に
あり、さそり座が空に昇るとオ
リオン座が沈むので、サソリを
恐れるオリオンが逃げていると
いわれています。

今月の星座　さそり座

イラスト：望月詩織
今月の星空スポット　どんグリーン広場　撮影者：@hiroaki2410さん

日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。星のソムリエR

第11回

　
「
文
化
の
秋
」と
も
呼
ば
れ
る
こ

の
季
節
。
文
化
芸
術
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
取
材
す
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
30
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
た
対
談
会
で
は
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
奥
越
太
鼓
と
神
子
踊お
ど
りが

演
じ
ら
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
は
文
化
の
日
。
こ
の

機
会
に
、
市
内
の
文
化
施
設
へ
足

を
運
ん
で
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

県指定文化財　神子踊
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相
手
を
求
め
る
哀
調
を
帯
び

た
鹿
の
鳴
き
声
と
と
も
に
、

紅
葉
が
ふ
も
と
ま
で
降
り
て

来
た
か
ら
と
思
っ
て
い
る
う

ち
に
、
も
は
や
師
走
。
う
ら

ら
か
な
春
と
清
涼
な
秋
の

印
象
が
薄
く
、
酷
暑
の
強
烈
さ
ば
か
り
が
思
い
出

さ
れ
る
季
節
の
移
り
変
わ
り
で
あ
っ
た
▼
こ
の
時

期
に
な
る
と
、
一
年
の
重
大(

十
大)

ニ
ュ
ー
ス

や
、
一
年
を
象
徴
す
る
漢
字
が
話
題
に
な
る
。
大

野
市
に
つ
い
て
は
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
和
泉

地
区
ま
で
の
開
通
を
一
番
に
挙
げ
た
い
。
開
通

後
、
往
路
を
国
道
１
５
８
号
、
復
路
に
自
動
車
道

を
通
っ
た
が
、
所
要
時
間
は
短
縮
さ
れ
、
安
心
感

は
比
較
に
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。「
生い

の
ち命
の
道
」

「
生
活
の
道
」「
希
望
の
道
」を
実
感
し
た
。
次
に
、

南
六
呂
師
エ
リ
ア
が
「
星
空
保
護
区
」
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
地
域
や
学
校
と
民
間
団

体
、
研
究
者
、
行
政
な
ど
が
協
力
し
て
得
た
認
定

は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
在
り
方
の
、
一
つ
の

方
向
性
を
示
し
た
の
で
は
な
い
か
▼
一
方
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に
変
更
さ
れ
、

地
域
の
行
事
や
活
動
が
再
開
さ
れ
始
め
、
地
域
に

賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た
。
空
白
期
間
が
長
か
っ
た

た
め
、
再
開
に
当
た
り
、
目
的
や
内
容
を
見
直
し

た
と
の
話
を
聞
く
。
中
に
は
縮
小
や
苦
渋
の
廃
止

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
人
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を
一
体

化
し
て
き
た
行
事
の
意
義
を
、
形
を
変
え
て
も
何

と
か
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
だ
▼
拡
大
と
縮
小
へ

の
取
り
組
み
は
相
反
す
る
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
る

が
、
現
状
を
起
点
に
将
来
へ
の
明
確
な
構
想
が
必

要
だ
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
師
走
の
今
、
こ
の

一
年
の
自
分
の
足
跡
を
じ
っ
く
り
と
振
り
返
り
、

今
を
見
つ
め
た
い(

Ｄ
・
Ｅ)

今月のスナ プッ

市 民 の う ご き
令和５年11月１日現在（前月比）   

世帯数 １万1669世帯（+42世帯）
人　口 3万572人 （-８人）
〈男〉 １万4648人 （-９人）
〈女〉 １万5924人 （+１人）

◆10月中の内訳
　転入　  55人　　出生　  9人
　転出　  33人　　死亡　39人

　国内ではあまり認知されていない光害ですが、世界では欧米などの先進国を中心に大きな問題として捉
えられ、星空保護の取り組みが活発になっています。
　そこで、星空保護区認定制度のさらなる浸透や星空の環境保護意識の醸成、各地域への誘客を図ることを目
的に、国内で星空保護区Ⓡに認定された地域（沖縄県石垣市、竹富町、東京都神津島村、岡山県井原市）と連携
することになりました。その第１弾として、それぞれの認定地の取り組みや魅力を紹介する共同パンフレット
を製作しました。今後も連携して全国へ星空
保護についてＰＲしていきます。　

　いて座は、ギリシャ神話に登場する半人半馬のケンタウロ
ス族、ケイロンの姿をした夏の星座です。
　天の川にかかる六つの明るい星が「ひしゃく」の形に並んだ
南斗六星がいて座の目印です。
神話：いて座の馬人ケイロンは、ヘラクレスの弓の先生でした。
後にヘラクレスと、ケンタウロス一族との戦いに巻き込まれ、
ヘラクレスが放った矢がケイロンに刺さり
ました。ケイロンは不死身でしたが、傷の
痛みに耐えられず、不死の力を譲り、死を
選びました。
　その死を悼んだ大神ゼウスは、ケイロン
の姿をいて座にしたと言われています。

今月の星座　いて座

イラスト：望月詩織

日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。国内の星空保護区認定地との連携

第12回（最終回）

今月の星空スポット　六呂師高原
撮影者：hiroaki2410さん

　

市
民
栄
誉
賞
の
表
彰
盾
を
受
け

取
っ
た
中
村
選
手
か
ら「
重
い
で
す

ね
」と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
表
彰
盾

は
大
野
市
の
木「
ブ
ナ
」製
で
約
２
㌔
、

表
面
に
は
市
章
と
市
の
魚「
イ
ト
ヨ
」

が
描
か
れ
、
中
に
は
、
市
の
花「
コ
ブ

シ
」と
市
の
鳥「
ウ
グ
イ
ス
」の
七
宝
焼

き
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

授
与
式
は
、
終
始
割
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
に
包
ま
れ
、
地
元
の
フ
ァ
ン

の
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
大
野
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

表彰盾の表面

発
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